
者
へ
の
配
慮
や
横
断
歩
道
の
設
置
な
ど
、

課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
両
施
設
の
一

体
利
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

学
校
給
食
の
地
産
地
消
と

�

市
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
導
入

�　
　

学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
進
め
る

た
め
に
は
、
生
産
者
と
学
校
現
場
を
つ

な
ぎ
、
お
互
い
を
理
解
す
る
機
会
が
必

要
。
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
市
、
教

育
委
員
会
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
流
通
・

加
工
業
者
な
ど
で
、「
学
校
給
食
地
産
地

消
懇
話
会
」を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
か
ら
見

え
て
き
た
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
生
産

や
流
通
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。（
教
育
長
）

�　
　

市
立
幼
稚
園
は
質
の
高
い
幼
児
教

育
の
理
論
と
実
践
を
他
の
幼
児
教
育
・

保
育
施
設
に
広
め
て
き
た
が
、
園
児
数

の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
質
の

高
い
幼
児
教
育
の
実
践
に
は
一
定
数
の

園
児
数
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
預
か
り

保
育
の
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

来
年
度
以
降
モ
デ
ル
園
に
て
先
行

実
施
を
行
い
、
預
か
り
保
育
の
効
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
知
見

を
生
か
し
、
実
施
す
る
園
数
や
実
施
方

法
の
検
討
を
進
め
る
。（
教
育
長
）

野
口　

光
晃

（
新
風
に
い
が
た
）

佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録
の
効
果
と

�

も
う
か
る
農
業

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
今
後
全
国

的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。
令
和
６
年
の
夏
に
佐
渡
金

小
柳　

聡

（
新
風
に
い
が
た
）

今
後
の
西
堀
ロ
ー
サ
へ
の
対
応
と

�

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

�　
　

西
堀
ロ
ー
サ
の
場
所
は
、
に
い
が

た
２二

キ

ロ

ｋ
ｍ
の
始
ま
り
で
あ
り
、
終
わ
り

の
場
所
で
も
あ
る
。
西
堀
ロ
ー
サ
存
続

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
本
市
は
多
額
の
市

税
を
投
入
し
て
き
た
。
市
が
投
じ
た
予

算
額
に
対
す
る
商
業
振
興
面
で
の
成
果

と
い
う
視
点
も
踏
ま
え
、
本
市
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

施
設
単
体
で
は
な
く
、
西
堀
ロ
ー

サ
も
含
め
た
エ
リ
ア
で
考
え
、
エ
リ
ア

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
よ
う
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

�　
　

本
年
10
月
、
西
蒲
区
の
保
育
園
に

お
い
て
、
吹
き
付
け
建
材
に
ア
ス
ベ
ス

ト
の
含
有
が
判
明
し
た
。
以
前
、
全
て

の
市
有
施
設
で
一
斉
調
査
を
実
施
し
て

い
る
が
、
こ
の
た
び
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
を
受
け
て
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

●アスベスト
　天然の鉱物の一種。
飛散して体内に吸入
されると肺の組織内に
長く滞留し、これが要
因となって悪性中皮腫
や肺がんを起こす可能
性がある。本事案の建
材は、バーミキュライ
ト（ひる石）を使った
タイプで、アスベスト
が飛散する危険性は
低いとされている。

　
　

平
成
17
年
度
以
降
、
複
数
回
の
調

査
を
実
施
し
対
処
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
の
た
び
の
判
明
を
受
け
て
、
改
め
て

目
視
と
設
計
図
書
に
よ
る
確
認
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

内
山　

航
（
翔
政
会
）

（
仮
称
）バ
ス
タ
新
潟
の
上
部
空
間
と

�

新
潟
駅
前
の
客
引
き
対
策

�　
　

（
仮
称
）
バ
ス
タ
新
潟
の
上
部
空

間
の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

新
潟
駅
南
口
広
場
再
編
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
他
都
市
の
事
例
や
市
場

調
査
か
ら
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
導
入

施
設
と
し
て
例
示
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

�　
　

新
し
く
な
る
新
潟
駅
前
の
治
安
や

景
観
は
非
常
に
大
事
だ
が
、
新
潟
駅
前

で
は
客
引
き
行
為
に
対
す
る
苦
情
な
ど

が
地
域
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。
罰
則
を

含
め
た
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
必
要
性
を
議
論
し
て
き
た
と
思

う
が
、
他
政
令
市
で
も
条
例
を
制
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
本

市
と
し
て
も
検
討
し
対
策
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

罰
則
規
定
の
あ
る
条
例
制
定
は
効

果
的
な
対
策
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
条

例
制
定
以
外
の
有
効
な
対
策
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
都
市
宣
言
と

�

１
３
６
億
円
の
活
用

�　
　

本
市
は
土
地
開
発
、
道
路
の
新
設
、

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
へ
の
補
助
な
ど
を

行
っ
て
き
た
が
、
都
市
の
拡
大
だ
け
で

終
わ
り
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。今
後
は
、ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
都

市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
方
向
転
換

す
る
都
市
宣
言
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

都
市
宣
言
ま
で
は
考
え
て
い
な
い

が「
居
心
地
が
よ
く
、
歩
き
た
く
な
る

ま
ち
」ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
都
市
の
推
進
は

本
市
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
と
考
え
る
。

�　
　

三
越
跡
地
ビ
ル
に
１
３
６
億
円
を

補
助
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
金
額

は
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
た
積
算

額
で
あ
る
。
今
後
、
要
綱
の
改
正
を
行

い
、
減
額
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
に
い

が
た
２
ｋ
ｍ
を
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
都
市
と

し
て
実
現
す
る
財
源
に
活
用
し
て
は
。

　
　

要
綱
の
改
正
に
よ
り
補
助
金
額
は

変
動
で
き
る
が
、
地
権
者
が
こ
の
要
綱

に
基
づ
き
検
討
し
て
き
た
事
業
の
前
提

条
件
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
現
時
点

で
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

８
区
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
設
置
と

�

東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

�　
　

上
越
市
で
は
、
区
の
境
界
線
に
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
名
称
と
共
に
歴
史

的
・
文
化
的
財
産
な
ど
の
特
色
を
示
す

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
を
設
置
し
、
街
の

Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
を

踏
ま
え
、
本
市
も
８
区
の
境
界
線
に
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

市
外
の
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
区
民
に

と
っ
て
も
重
要
な
気
付
き
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
他
都
市
の
事
例
も
参
考
に

し
て
、対
応
可
能
な
箇
所
か
ら
取
り
組
む
。

�　
　

東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
寺

山
公
園
側
に
も
駐
車
場
が
あ
る
が
、
利

用
者
は
少
な
い
。
両
施
設
の
間
に
垣
根

が
あ
り
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
駐
車
場

不
足
解
消
の
た
め
、
垣
根
を
改
修
し
、

新
た
な
動
線
を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

両
施
設
を
結
ぶ
新
た
な
動
線
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
利
用

山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ
ば
、
円

安
の
波
に
乗
っ
て
外
国
人
観
光
客
が
新

潟
に
押
し
寄
せ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
が
、

本
市
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

宿
泊
施
設
や
交
通
事
業
者
、
飲
食

店
な
ど
の
消
費
額
拡
大
に
よ
る
経
済
的

な
波
及
効
果
の
他
、
市
民
が
佐
渡
を
身

近
に
感
じ
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
も
波
及
効
果
と
考
え
る
。

�　
　

食
料
安
全
保
障
が
議
論
さ
れ
始
め

た
中
で
、
本
市
の
食
料
自
給
率
は
約

63
％
と
高
い
水
準
で
横
ば
い
を
維
持
し

て
い
る
。
農
家
の
高
齢
化
や
離
農
者
増

加
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
市
が
目

指
す
も
う
か
る
農
業
の
年
収
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
く
本
市
の
基
本
構
想
が
目
指
す
農
業

経
営
は
、
年
間
所
得
を
４
０
０
万
円
、

労
働
時
間
を
２
千
時
間
と
し
て
い
る
。

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
と

�

犯
罪
被
害
者
の
市
営
住
宅
へ
の
入
居

�　
　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
は
、

産
後
ケ
ア
事
業
で
は
賄
う
こ
と
が
で
き

な
い
家
事
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
事
業

で
あ
り
、
産
後
う
つ
を
防
ぐ
意
味
で
も

大
い
に
有
効
だ
と
考
え
る
が
、
本
市
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

●�子育て世帯�
訪問支援事業

　虐待リスクの未
然防止を目的に、訪
問支援員が要支援
児童・要保護児童
の保護者、特定妊
婦などの家庭を訪
問し、子育てに関す
る情報の提供、家
事・育児に関する
援助を行う事業。

　
　

妊
産
婦
に
対
し
、
家
事
や
育
児
の

支
援
を
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
の
不
安

や
負
担
感
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
事
業
実
施
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。

�　
　

犯
罪
被
害
者
な
ど
に
対
し
て
は
、

市
営
住
宅
の
抽
選
会
に
お
い
て
当
選
確

率
を
上
げ
る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、

抽
選
会
ま
で
待
つ
余
裕
が
な
い
被
害
者

も
多
い
。
少
し
で
も
早
く
住
居
の
確
保

が
で
き
る
よ
う
、
市
営
住
宅
の
目
的
外

使
用
に
つ
い
て
、
新
潟
市
犯
罪
被
害
者

等
推
進
計
画
に
明
記
す
べ
き
で
は
。

　
　

犯
罪
被
害
者
の
市
営
住
宅
へ
の
入

居
に
つ
い
て
は
緊
急
措
置
的
な
対
応
も

可
能
で
あ
り
、
周
知
の
た
め
に
も
推
進

計
画
に
記
載
す
る
よ
う
調
整
を
進
め
る
。

高
橋　

哲
也（

翔
政
会
）

区
自
治
協
議
会
の
意
義
と

�

自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
補
償

�　
　

合
併
時
と
現
在
と
で
は
自
治
協
議

会
の
運
営
や
目
的
、
役
割
に
つ
い
て
行

政
と
協
議
会
委
員
と
で
乖か

い

離り

が
あ
る
と

感
じ
る
。
自
治
協
議
会
の
意
義
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
慣

例
に
と
ら
わ
れ
な
い
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

新
た
に
民
間
企
業
と
連
携
し
た
事

業
も
始
ま
っ
て
お
り
、
区
間
の
情
報
共

有
に
努
め
な
が
ら
、
区
の
実
情
に
応
じ

た
活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

�　
　

発
災
時
の
自
主
防
災
組
織
の
避
難

支
援
に
は
補
償
制
度
が
あ
る
が
、
避
難

所
運
営
や
給
水
、
炊
き
出
し
な
ど
は
補

償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
組
織
内

の
役
割
に
よ
り
補
償
に
差
が
あ
る
と
不

公
平
感
が
あ
る
。
自
主
防
災
活
動
中
の

補
償
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
の
補
償
制
度
や
公
務
災
害
補

償
で
は
、
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
関

す
る
事
故
で
補
償
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
、
先
進
事
例
や
他
都
市
の
状
況

を
参
考
に
充
実
に
努
め
る
。

▼�
一
般
質
問
者
は
26
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼�
�

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和６年（2024年）２月４日
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